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社
殿
建
設
現
場
見
学
会

　
三
月
二
十
二
日
、
建
築
中
の
社
殿
の
進
行

状
況
や
伝
統
の
神
社
建
築
の
造
り
を
公
開
す

る
「
現
場
見
学
会
」
を
執
り
行
っ
た
。　

　

当
日
は
、
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
生
憎
の

天
気
で
あ
っ
た
が
、
氏
子
内
か
ら
七
十
名
の

方
々
が
参
加
し
て
、
内
部
と
屋
根
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
足
場
に
十
数
名
ず
つ
に
分
か
れ

て
、
宮
大
工
の
説
明
を
聞
い
た
。

　

内
部
で
は
、
虹こ
う
り
ょ
う梁、
柱
、
桁け
た

、
貫ぬ
き

、
肘ひ
じ
き木
、

梁は
り

な
ど
の
材
質
や
、
組
み
方
等
の
説
明
が
行

わ
れ
、
足
場
で
は
屋
根
の
造
り
を
間
近
で
見

る
事
が
で
き
、
曲
が
り
材
の
加
工
や
取
り
付

け
の
難
し
さ
な
ど
、
神
社
建
築
な
ら
で
は
の

工
夫
の
説
明
が
行
わ
れ
、
湾
曲
し
た
唐か
ら
は
ふ
う

破
風

や
大
き
く
反
り
上
が
っ
た
軒
先
に
参
加
者
か

ら
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

ま
た
、
四
月
九
日
に
は
岡
山
県
神
社
庁
研

修
所
主
催
の
「
神
社
建
築
研
修
会
」
が
当
社

で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
四
十
五
名
の
神

職
が
来
社
し
、
実
際
の
建
築
構
造
を
見
な
が

ら
講
義
が
行
わ
れ
た
。　
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【
質
問
】

　

今
年
は
地
区
の
神
社
の
当
番
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
昨
年
親
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
対

処
の
方
法
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

【
答
え
】

２
 

　
安
原
備
中
守
の
故
郷
歴
訪

　
二
月
十
四
日
、「
石
見
銀
山
ガ
イ
ド
の
会
」

三
十
名
が
、
石
見
銀
山
の
鉱
山
師
と
し
て
活

躍
し
た
安
や
す
は
ら
び
っ
ち
ゅ
う
の
か
み

原
備
中
守
の
故
郷
で
あ
る
早
島
を

訪
ね
た
。

　

一
行
は
、
石
見
銀
山
を
訪
ね
る
観
光
客
に

同
氏
の
よ
り
詳
細
な
業
績
を
語
ろ
う
と
吉
備

津
神
社
や
供
養
塔
、
町
歴
史
民
俗
資
料
館
等

を
見
学
し
た
後
、
当
社
に
来
社
さ
れ
同
氏
が

中
心
と
な
り
、
改
築
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
ご

本
殿
を
見
学
し
、
説
明
を
受
け
た
。

神
道
Ｑ
＆
Ａ

　

親
族
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
身
内
の
者
は

喪
に
服
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
定
め
た

も
の
が
服
忌
制
度（
忌
服
と
も
い
う
）で
、「
忌
」

と
は
故
人
の
祀
り
に
専
念
す
る
こ
と
を
、「
服
」

と
は
喪
に
従
い
、
死
者
へ
の
哀
悼
の
気
持
ち

を
表
す
期
間
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

戦
前
ま
で
は
、
江
戸
時
代
に
武
家
の
間
で

定
め
ら
れ
た
服
忌
令
が
公
的
制
度
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
父
母
の
場
合
、
忌
の
期
間
が

五
十
日
、
服
の
期
間
が
十
三
ヵ
月
と
最
長
で
、

親
族
の
範
囲
に
よ
り
期
間
が
短
縮
さ
れ
て
い

ま
す
。
戦
後
、服
忌
令
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

実
際
に
は
、
明
治
時
代
の
太
政
官
布
告
に
も
定

め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
現
在
に
於
い
て
も

服
忌
令
が
踏
襲
さ
れ
、
各
地
域
の
慣
例
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
服
忌
は
「
忌
」
と

「
服
」
の
二
種
類
あ
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
そ

れ
ぞ
れ
意
味
が
違
う
と
い
う
事
で
す
。

　

一
般
の
服
忌
に
つ
い
て
は
、
実
の
親
の
場
合

は
、
亡
く
な
っ
た
日
か
ら
数
え
て
五
十
日
目
ま

で
が
「
忌
」
の
期
間
で
、一
年
目
ま
で
が
「
服
」

の
期
間
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
忌
」
の
期
間
で
あ
る
五
十
日

を
過
ぎ
れ
ば
、
家
庭
の
神
棚
の
祭
り
を
始
め
、

神
社
の
参
拝
な
ど
を
再
会
し
て
も
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。

　
「
服
」
の
期
間
は
一
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
生
活
状
態
に
合
わ
せ
適
宜
短
縮
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

親
以
外
の
親
族
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

血
縁
関
係
に
あ
る
か
で
、
服
忌
の
期
間
が
変

わ
っ
て
来
ま
す
の
で
、
市
販
の
暦
な
ど
を
参
考

に
す
る
か
、
神
社
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

ま
た
、
忌
の
期
間
中
は
神
社
へ
の
参
拝
を
遠

慮
し
ま
す
が
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
お
祓

い
を
受
け
て
下
さ
い
。　

境内にて神社の説明を受ける石見銀山ガイドの会一行
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社殿建設の様子

唐破風の下から順に破風板、裏甲、軒付け、箕甲垂木

唐破風の破風板と裏甲

大屋根妻部分に組まれた破風板と木連格子

大屋根の隅木に組まれた茅負と垂木

大屋根に組まれた千鳥破風の破風板と木連格子大屋根に脇殿、祝詞殿の屋根が複雑に接合する

　現在、屋根地工事もほぼ終わり、銅
板葺きが行われています。
　８月には足場が外され、社殿の全容
が見え、10月には竣工祭が行われる予
定となりました。

ケヤキの柱、虹梁、象鼻、桝組で組まれた向拝
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祭
事
暦

五
月
十
六
日
（
土
）［
午
後
七
時
］

　
　

春
季
大
祭
宵
祭
（
露
店
あ
り
）

五
月
十
七
日
（
日
）［
午
前
十
時
］　　

　
　

春
季
大
祭
【
供
膳
祭
】

七
月
三
十
日
（
木
）［
午
後
五
時
］　　

　
　

夏
越
祭
【
輪
く
ぐ
り
祭
】（
露
店
あ

り
）

毎
月
一
日
（
午
前
九
時
）
月
次
祭

※
月
次
祭
に
お
詣
り
の
方
は
、
拝
殿
に

　

ご
昇
殿
下
さ
い
ま
し
て
祭
典
に
参
列

　

し
て
下
さ
い
。

４

  
吉 

備 

津 

神 

社

屋
根
葺
き
替
え
竣
工

　
当
社
の
ご
祭
神
「
大
吉
備
津
彦
命
」
の
勧
請

元
で
あ
る
吉
備
津
神
社
（
岡
山
市
北
区
吉
備

津
）
の
社
殿
の
屋
根
葺
き
替
え
工
事
が
昨
年

　  

諸
祈
祷
・
出
張
祭
の
案
内

　

当
社
で
は
左
記
に
よ
り
随
時
ご
奉
仕
致

し
て
お
り
ま
す

♦
初
宮
詣
・
交
通
安
全
・
厄
除
・
安
産
・

　

家
内
安
全
・
当
病
平
癒
・
そ
の
他

♦
地
鎮
祭
・
上
棟
祭
・
家
移
清
祓
・
宅
神
祭
・

　

神
葬
祭
等

ご
希
望
の
方
は
前
も
っ
て
ご
連
絡
下

さ
い
。

十
月
完
成
し
、
遷
座
祭
並
び
に
竣
工
奉
祝
祭
が

執
り
行
わ
れ
た
。

　

同
社
の
本
殿
は
、
建
築
学
上
で
は
比ひ
よ
く翼
入
母

屋
造
り
と
呼
ば
れ
、
全
国
唯
一
の
様
式
で
あ
る

こ
と
か
ら
「
吉
備
津
造
り
」
と
も
言
わ
れ
る
。

　

本
殿
の
大
き
さ
は
、
桁
行
一
四
、六
ｍ
、
梁
間

一
七
、七
ｍ
、
棟
高
一
二
ｍ
、
建
坪
七
八
坪
の
大

建
築
で
あ
り
、
京
都
の
八
坂
神
社
に
つ
ぐ
全
国

で
二
番
目
の
大
き
さ
が
あ
り
、
ま
た
出
雲
大
社

の
約
二
倍
以
上
の
広
さ
が
あ
る
。　

銅
板
寄
進
は
六
月
ま
で

　

当
社
で
は
、
新
し
い
社
殿
に
葺
く
銅
板

の
ご
寄
附
を
お
願
い
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

締
め
切
り
が
迫
っ
て
お
り
ま
す
。
最
後

の
機
会
に
是
非
お
願
い
し
ま
す
。

　

銅
板
に
は
お
名
前
等
を
記
入
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

一
枚
　
二
、〇
〇
〇
円

神
社
社
務
所
に
て
随
時
受
付
致
し
て
お
り

ま
す
。　

新しい檜の皮（檜皮葺）で葺かれ蘇った本殿


